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第４５９回：歴史的大コケの大作映画 

    

中国映画史上最大の予算を投じて製作されたファンタジー・アクション映画（って呼ぶのかな）の「阿修羅

（Asura）」が、評判最悪で歴史的な興行不振を記録し、公開された最初の週末に上映が打ち切られる事態と

なった。 

AFP通信によると、この映画をつくったのは、世界最大級のIT集団であるアリババ（BABA/NYSE）傘下の、

アリババ・ピクチャーズ（01060/HK）。 

製作費が7.5億元（1元≒17円）、初週の興行収入が僅か4900万元だったと云うから、もしこれで本当に

the end となれば、邦貨換算で120億円近い赤字となる計算だ。 

 

制作費が邦貨換算で 100 億円を超えた映画は邦画には見当たらないが、上には上があるもので、映画

の本場ハリウッドで、史上最高の制作費を要した映画はジョニー・デップ主演のパイレーツ・オブ・カリビアン

/ワールド・エンド。制作費なんと 3.4億米ドル（1米ドル≒110円）だそうな。 

それに比べれば阿修羅（Asura）の制作費はパイレーツの半分以下だが、ハリウッドは人件費が極端に高

い。ジョニー・デップの2010年の収入が1億ドルと云われており、パイレーツ制作費の半分以上を人件費が

占めているのではないだろうか。  

中国映画の中で「史上最高」の制作費を要した映画といえば、この阿修羅（Asura）か、2016年に張藝謀＝

チャン・イーモウ監督、マット・ディモン、劉徳華＝アンディ・ラウ等が出演した「グレート・ウォール」といわれ

ているが、後者は米中合作であり、中国映画に限定すれば、阿修羅のコストが史上最高のようだ。 

 

それが大コケしたというニュースを聞き、日本でも同じような事件があったのを思い出す。 

30 年近くむかしのことだが、上海でボクに文章の書き方を厳しく教えてくれたミステリー作家の伴野朗氏

（当時朝日新聞上海支局長）が、その後作家として独立し、満州国を舞台に、関東軍や石原莞爾が暗躍する

ミステリー小説「落陽 曠野に燃ゆ」が日活から映画化されることになった。 

映画の宣伝目的だったのか、素人の伴野さんが（形式的に）監督として自らメガホンを取ることになり、

1992年に「落陽」は公開された。 

その制作費が邦画史上最高の50億円に達し、これに対する興行収入がわずかに5億円・・・・これが名門

日活の「落陽」のトリガーを引き、「株式会社にっかつ」と関連子会社は翌年、東京地裁に会社更生法を申請

することとなった。 

「落陽」の主人公は加藤雅也だが、撮影開始がバブル期だったせいか、よせばいいのにダイアン・レイン

（馬賊の女首領）、元彪＝ユン・ピョウ（上海マフィアの杜月笙）、ドナルド・サザーランド（英国の悪徳商人）と

いった国際俳優を出演させ、おまけに主題歌「The Setting Sun」をジャズ界の大御所エラ・フィッツジェラルド

に歌わせるなどしたために、結局は経費倒れに終わったようだ。 
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閑話休題。そんなわけで本邦の日活は倒産したが、映画・阿修羅のスポンサーは、ジャック・マー率いる

天下のアリババ、この程度でアリババグループの屋台骨が傾くことはないだろう。 

阿修羅を演じるのは香港で人気絶頂の梁家輝＝レオン・カーフェイに劉嘉玲＝カリーナ・ラウ、それに、

上海イケメン俳優の呉磊。CG 画面満載の本作はチベット仏教の神話に着想を得た壮大な三部作の第 1 部

として、6年の制作期間と巨額の資金を投じ、今年満を持して公開された。 

阿修羅といえば興福寺に安置されている例の国宝が有名で、三面六臂というとおり、阿修羅は三つの顔

と六本の腕で構成されているが、怪獣映画ではないので中国映画の阿修羅は「三面二臂」だ。 

むかしむかし、「洞察」、「欲望」、「謀略」の三つの頭を持つ阿修羅王が、欲望が善悪に取って代わる自分

の世界を築こうとして、天界に戦いを挑んだとさ。でも阿修羅王は一敗地に塗れ、「洞察の頭」を失った上、

煉獄界に落ちてしまった。 

復讐に燃える阿修羅は「屍婆羅（キョンシーのような存在かな？）」を派遣して、六界（天道、人間道、修羅

道、畜生道、餓鬼道、地獄道）をくまなく探させ、百年後にようやく人間界に輪廻していた羊飼いの牧童が

「洞察の頭」があることを突き止め、そして阿修羅王は三つの頭を合体させ、再び天界に挑もうと立ち上が

る・・どうです、いかにも面白そうなシナリオではありませんか。 

阿修羅制作の背景には、伝統的な中国文化を題材とした作品を推奨する中国当局の働き掛けもあったと

いうが、ひょっとして作品には何かの寓意が込められているのだろうか。 

阿修羅は「洞察」、「欲望」、「謀略」を兼ね備えた最強の戦神であったが、洞察＝知恵を失い、いまは欲望

と謀略のカタマリに堕している。どこかの国にそんな組織があったような気が・・・。 

人間界に下放中の「洞察」は、「欲望」・「謀略」と再合体し、天界とのハルマゲドンに突入するのか？ 

中国はもともと計画経済の国であり、社会主義の国策映画が大コケするなんて本来あり得ないことだ。 

習近平政権による強権支配も、映画の世界までは及ばないということなのか、そうでなければ国策映画

ではなく単なるコマーシャルベースの映画だったということだろう。 

中国最大の映画レビューサイトで、さるユーザーから「おぞましい！ 単なる糞便の壮大な山だ！（AFP＝

時事）」とまで酷評された阿修羅。ここまで評判が悪いと、逆に見たくなるのが人情と云う訳で、何とか映像

が入手できないか考えているところである。 

便利な入手方法があれば、どなたか教えて下さい。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成３０年７月１９日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


